
Sample to Insight

QuantiFERON® TB ゴールド プラス（QFT-Plus）における 
1 本採血法

今回は最近 QuantiFERON TB ゴールド プラス（以下、QFT-Plus）の 1 本採血法に関する論文報告があったので紹介 
します。
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はじめに

QFT-Plus 測定の採血法には 1 本採血法というオプションが 

ある。これは、ヘパリンリチウム採血管 1 本で採血した後、
4 本の QFT-Plus チューブ（Nil、TB1、TB2 および Mitogen）に 

1 mL ずつ分注する方法である。ヘパリンリチウム採血管で
採血された血液は冷蔵保存（4℃、2 ～ 8℃）で 48 時間まで
保存が可能である。さらに採血後冷蔵保存するまでヘパリン
リチウム採血管内の血液を 3 時間まで室温で保存可能で、ま
た冷蔵保存していたヘパリンリチウム採血管内血液を 4 本の
QFT-Plus チューブへ分注し培養を開始するまで 2 時間を限度
に室温（22 ± 5℃）で保存が可能である。すなわち、全体と
して採血から培養開始まで最長 53 時間の余裕がある。この
QFT-Plus の採血オプションは自社検討データに基づき、米国
FDA および日本の厚生労働省によって承認された。

最近、Uwamino らはこの 1 本採血法についての検討結果を
報告した 1）。外来患者 40 例（年齢中央値 63 歳 IQR：43 ～
71.5、男性 13 例／女性 27 例）であり、この対象者には活
動性結核、潜在性結核、HIV 感染および糖尿病または血液が
んの既往歴、ステロイドおよび免疫抑制剤治療を行っている
患者が含まれていた。検討では、各患者から 2 本のヘパリン
リチウム採血管を用いて 5 mL ずつ採血し、QFT-Plus チューブ
に 1 mL ずつ分注した。その後、培養されたグループ（対照群）
ともう一方のグループとして血液検体は 4℃に設定した冷蔵
庫に 48 時間保存し、室温（22 ± 5℃）に戻し、QFT-Plus チュー
ブに分注後培養された（冷蔵保存群）。それぞれの QFT-Plus

測定結果を比較した。

検討結果を表 1 に示す。対照群の陽性 22 例のうち 20 例が
冷蔵保存群で陽性であり、対照群陰性 18 例は冷蔵保存群で
はすべて陰性という結果であった。冷蔵保存群と対照群の群
間の測定結果の一致率は 95％、カッパ係数 κ は 0.90 であっ
た。対照群陽性 2 例が冷蔵保存群で陰性で不一致例となった。
それぞれの症例の背景を検討したが、不一致の原因となる特
定の因子はみつからなかった。

研究の限界としてより多くの検体を調べる必要があるとしな
がらも、結論として本論文は 48 時間冷蔵保存による QFT-Plus 

の 1 本採血法が検体の検査結果に影響しないことを支持して
いる。

対照群

陽性 陰性

冷蔵保存（48 時間）群 陽性 20   0 20

陰性   2 18 20

22 18 40

表 1. QFT-Plus LiHep1本採血検体の冷蔵保存の影響

全体一致率：95.0％（38/40）κ = 0.90
J Infect Chemother 26 (2020) 312-314の表を改変
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真空密封型採血管 
QuantiFERON TBゴールド プラス チューブ

この 1 本採血法は第 3 世代の QFT（QFT-3G）においても厚
生労働省によって承認され、32 時間までヘパリンリチウム
採血管内血液検体にて冷蔵保存が可能であった。福島らの
QFT-3G における検討 2）では、健常人 10 例（男性 6 例／女
性 4 例、平均年齢 49.5 歳；23 ～ 63 歳）と活動性結核治療
中または治療後の患者 17 例（男性 7 例／女性 10 例、平均
年齢は 57.8 歳；22 ～ 91 歳）の計 27 例が登録された。対
照群と冷蔵保存（4℃、32 時間保存）群の両群間の相関性を
検討した結果、r ＝ 0.982（P ＜ 0.01）であった。全体一致
率は 88.9％（24/27）、陽性一致率 88.2％（15/17）、陰性
一致率 90.0％（9/10）であった。

QFT-3Gの世代から冷蔵保存を含めた1本採血法は用いられて
おり、国内のみならず米国においても複数の検査センターに
おいて QFT-Plus の 1 本採血法（48 時間まで冷蔵保存）が採
用されている 3）、4）。これにより検査センターは遠隔地の顧客
から QFT-Plus 測定用の血液検体を受注することができ、また 

血液検体の QFT-Plus チューブへの分注、混合操作等の扱いを
完全にコントロールできるため培養前の操作エラーを低減で
きる。

IGRA 検査においてこれら QFT-Plus の特徴が活かされることを 

期待する。

Mr. QFT


